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　大阪対がん協会（会長＝今岡真義・ＮＴＴ西日本大阪病院
長）は３月 13 日、大阪市北区中之島の大阪大学中之島セン
ターで平成 23 年度がん研究助成奨励金の贈呈式を行い、大
阪府立急性期・総合医療センター看護師の井住暁世（いずみ・
あきよ）さん（36）ら 15 人に奨励金 30 万円、計 450 万円を贈
りました。
　がん研究助成奨励金は、がんの予防と治療に役立つ研究や
取り組みに従事している個人またはグループを助成・奨励す
るもので、今回が 52 回目。若手育成を目的とし、応募資格
は満 40 歳未満の研究者、医療従事

者に限っています。今年度は「基礎」「臨床及び疫学」「看護等」の３部門で計 91 人か
ら研究成果の応募がありました。選考委員 13 人の採点結果をもとに、２月 17 日に開
かれた選考委員会（委員長＝今岡協会長）で受賞者 15 人を選びました。受賞者は今回
で延べ 1614 人、奨励金総額は３億 7630 万円となりました。

　今回の受賞者は全員が初受賞。贈呈式では今岡会長が「み
なさんがこの受賞にプライドを持ち、今後の研究にもより一
層励んでいただきたい」とあいさつしました＝写真右。続い
て受賞者一人一人に、会長から賞状と奨励金が手渡されまし
た＝写真上。
　受賞者を代表して、看護等の部で受賞した井住暁世さんが自らの研究内容を紹介。外
来化学療法を受ける進行がん患者を対象にした質問紙調査を行うことで、「病棟看護師
と外来看護師が行うべき看護支援を明確にし、進行がん患者のセルフマネジメント能
力の向上や、納得した意思決定が行えるように支援するための一助になり、大いに意

義があると考えています。今回の受賞を励みに、現場に生かせる研究が行えるよう、日々研さんを続けたいと思
っています」と、謝辞と決意を話しました＝写真左。
　※ なお、この事業は塩野義製薬、中外製薬、大鵬薬品工業、ブリストル・マイヤーズ、バイエル薬品のご支援
を受けています。（受賞者は２ページに掲載）
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氏　　名 年齢 所　　属 研　究　題　目

下川　佳世 31 大阪府立母子保健総合医療センター　研究所 
病因病態部門　研究技術員 骨軟骨腫発症モデルマウスにおける細胞動態異常の解析

谷口　一也 32 大阪府立成人病センター研究所 
研究員（化学研究職）

末梢血中 EGFR 遺伝子変異の定量的評価による分子標的
薬耐性モニタリングシステムの確立

原口　直紹 38 大阪大学大学院医学系研究科 
消化器癌先進化学療法開発学　寄附講座　助教

大腸癌幹細胞標的分子を用いた新規大腸癌根治的療法の
開発

福原　崇介 32 大阪大学微生物病研究所 
分子ウイルス分野　助教

C型肝炎ウイルス感染に伴い誘導される p63 による肝発
癌機構の解明

船戸　洋佑 31 大阪大学微生物病研究所 
細胞制御分野　助教 がん転移因子 PRL とその阻害法の探索

【
臨
床
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び
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秋野　祐一 28 大阪大学大学院医学系研究科　内科系臨床医学専攻 
放射線統合医学講座　放射線治療学　大学院生

Daily Megavoltage cone-beam CT を用いた前立腺癌
 IMRT における直腸線量不確定性の評価

新川　寛二 34 大阪市立大学医学部附属病院 
肝胆膵外科　登録医

肝細胞癌におけるマイクロ RNA の網羅的解析による発
癌機序の解明

田淵　貴大 35 大阪府立成人病センター 
がん予防情報センター　主査

大阪府のがん患者における多重がんの罹患率と生存率に
関する研究

西村　潤一 38 大阪大学大学院医学系研究科外科系 
臨床医学専攻　外科学講座消化器外科学　助教 血中遊離癌細胞の単離・培養方法の確立

野尻　　崇 35 国立循環器病研究センター研究所 
生化学部　流動研究員

心房性ナトリウム利尿ペプチドの生理作用を応用した新
しい癌転移予防法の基盤確立

平瀨　主税 35 近畿大学医学部附属病院 
血液・膠原病内科　助教A

慢性骨髄性白血病のチロシンキナーゼ阻害薬に対する抵抗
性機構と治癒に向けた白血病幹細胞の生体内動態の解析

山本　和義 35 国立病院機構大阪医療センター 
外科　医師

食道前癌病変における未分化関連遺伝子発現解析～食道
癌早期診断・発癌予測マーカーの開発～

【
看
護
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淺野　耕太 37 大阪大学大学院医学系研究科 
保健学専攻　博士前期課程大学院生

内分泌療法をうける前立腺がん患者に生じるセクシャリ
ティに関する副作用が患者にもたらす体験

井住　暁世 36 大阪府立急性期・総合医療センター 
外来化学療法室　看護師

外来化学療法に移行する進行がん患者の意思決定に影響
する看護支援について－皮下埋め込み式中心静脈カテー
テルを留置する進行がん患者を対象とした分析－

井関　千裕 34 市立堺病院 
看護師 メタストロン治療を受けている患者の体験と対処方法
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大阪城公園を歩く参加者
（昨年５月14日）

矢野・兵動

銀シャリ

■５月12日（土）〈13：30～15：30〉
＄看護週間セミナー「検診でがんに喝！」
◇会　場　大阪府看護協会・桃谷センター（大阪市天王寺区烏ケ辻１－２－22）
◇内　容　乳がん手術を経験した看護師２人の講演と質疑応答
◇講　師　石神昌枝（島田病院看護部長）、星田朋子（辻本病院看護部長）
◇定　員　120人（先着順・参加費無料）
◇主　催　大阪対がん協会　◇共　催　大阪府看護協会
◇後　援　大阪府、大阪市、大阪府医師会、大阪市女性協会

■５月20日（日）〈９：30～12：00〉
＄EKIDEN for LIFE ～生命（いのち）の駅伝～
◇会　場　大阪城公園／噴水前広場集合
　　　　　（９：30受付、10：00開会式、10：20ラン・ウオーク開始）
◇内　容　公園内を走ったり歩いたりするイベント。参加者に募金を募り、
　　　　　がん研究に役立てる。
◇参加費　大人1000円以上、高校生以下500円
◇主　催　EKIDEN for LIFE実行委員会　◇後　援　大阪対がん協会ほか
◇問い合わせ　実行委・上村さん（0598－51－3741）、大阪対がん協会

■７月８日（日）〈15：00開演～〉
　お笑いライブショーとがんに関するトーク、お楽しみ抽選会……
＄2012リボンの騎士ナイト ～貴方をがんから守りたい～
◇会　場　エルセラーンホール（大阪市北区堂島１－５－25）
◇出　演　お笑いタレント＝矢野・兵動、銀シャリ、スマイルほか
　　　　　医師＝澤田鉄二先生（専門・胃がん）、高島勉先生（専門・乳がん）
◇入場料　前売り3000円、当日3500円（定員400人）
◇共　催　大阪対がん協会、ロンマリ・プロジェクト
◇後　援　大阪府、大阪市、大阪府医師会、大阪府看護協会
◇申し込み・問い合わせ　大阪対がん協会

　大阪対がん協会の事業を紹介するリーフレット（改訂版）が完成しました。Ａ４変形サ
イズで四つ折り、カラー刷りです。主な活動紹介、寄付・入会の案内のほか、「データで見
る大阪のがん」のコーナーも設けました。会報に同封しますのでお役立てください。「知人
にも紹介したい」などＰＲのため、リーフレットを複数ご希望の方はご連絡ください。
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2012年度中の公益法人認定めざす

☆予算規模は 1900 万円
　予算額は 1900 万円で、前年度比 285 万円増。収
入では会費で 530 万円、一般寄付金で 1300 万円を
見込んでいます。支出では、普及・啓発や研究助
成など公益目的の対がん事業費に 1317 万円を計上
しています。法人の運営に使う管理費は583万円で、
７割対３割の比率となっています。
　2011 年度は収支とも決算が予算（1615 万円）を
上回る見通しです。収入の 1800 万円台に対し、支
出は 1700 万円台にとどまり、４年ぶりに収支が黒
字となる見通しです。12 年度予算はこの実績をも
とに収支とも実現可能な範囲で計上しています。
11 年度に続いて事業積立金には手を付けない方針
です。

☆上半期に公益認定申請
　12 年度の事業計画では、主な活動として「公益
目的事業の継続・拡大」「収入増及び会員増対策」
「公益財団法人への移行」を掲げています。公益
目的事業は前年度に続いて①普及・啓発活動②研
究者支援③患者支援・検診奨励の三つに区分し、
それぞれ具体的な活動を挙げています。協会財政
の安定のため、収入増や会員増対策に取り組むほ
か、12 年度の最大課題として公益財団法人への移
行手続きを進めます。公益認定申請書を上半期の
９月中をめどに大阪府へ提出する方針で、その後
は認定委員会の審査を受け、年度末までに知事の
認定を得て、2013 年度当初の移行という日程をめ
ざしています。

理事会・評議員会
　大阪対がん協会は３月13日、大阪市北区中之島の大阪大学中之島センターで理事会、評議員会を開き、2012年
度予算案、同事業計画案を可決、承認しました。

賛助会員継続・会費振り込みのお願い
これまでのご支援に感謝いたします。
これからも、がん征圧運動にご協力いただき、2012年度（平成24年度）も会費をお納めいただきます

ようお願い申し上げます。
なお、振り込み手数料につきましては、誠に恐縮ですがご負担をお願いいたします。
また、当協会の事業についてお知り合いの方にもご紹介いただき、入会をお薦めいただきますよう

切にお願い申し上げます。

●がん検診サービス券　今年度も全会員に配布
　2011年度から新たな会員の特典として、がん検診サービス券を
発行しています。12年度も引き続き、すべての会員にサービス券
＝写真＝を配布します。詳細については同封の「ご利用方法」を
ご覧ください。

会員のみなさま


